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重点研究開発分野（案） 1 

統合ＩＣＴ基盤分野 

コア系 

アクセス系 

情報セキュリティ分野 

データ利活用基盤分野 

センシング＆データ取得基盤分野 

フロンティア研究分野 

超大容量の情報をシームレスに広域に繋ぎ、安定的かつ高品質に伝送するコア
系ネットワークを構成する基盤技術に関する分野。 

コア系とシームレスに連携し、膨大で多種多様な情報を高効率かつ柔軟に伝送
するアクセス系ネットワークを構成する基盤技術に関する分野。 

人とモノをシームレスに接続して情報を円滑に伝達するとともに、情報に基づき、知識・価値を創出して
利活用するための基盤技術に関する分野。 

本格的なIoT社会に向け、フィジカル空間からサイバー空間に様々な情報を収集・入力する基盤技術に
関する分野。 

自律的・能動的なサイバーセキュリティ技術の確立等をはじめとするネットワークセキュリティ対策に加え、
情報・コンテンツ等に係る幅広い側面からの情報セキュリティ対策のための基盤技術に関する分野。 

各分野に跨がり、次世代の抜本的ブレークスルーにつながる先端的な基盤技術に関する分野。基盤技術
の更なる深化に加えて、先進的な融合領域の開拓、裾野拡大、他分野へのシーズ展開等を図る。 

社会を観る 

耐災害ICT基盤分野 

社会を繋ぐ 

社会(価値)を創る  

社会(生命、財産、 

情報)を守る  

未来を拓く 

大規模災害発生時でもしなやかに通信環境を維持するとともに、通信インフラの応急復旧や被災状況の
正確な把握に資する等、 ICTによって災害に強い社会を形成するための基盤技術に関する分野。 

世
界
最
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
に
よ
る
社
会
実
証 

分野横断的 



国、NICTが主導して研究開発を推進すべき技術分野 2 

（１） 国際的な競争優位性を有する可能性があるが、研究開発に長期間を要し、大きな開発リスクを伴う技術 

－その実現によって国際的な競争優位性を獲得する可能性がある一方で、技術の確立に長期間を要し、民間での研究開発の実施には
多大なリスクを伴うもの 

（２） 国際標準化が必須であり、技術が確立しても利用できる保証がない技術 

－国際的に複数の者が同じ規格の技術を利用しなければならないため、技術が完成するだけでなく、国際標準も獲得しなければ製品化
に結びつかない技術のうち、大規模な投資が必要なもの 

（３） 国の要請に基づき開発する技術であり、かつ共通的な技術 

－国自らが利用を必要としており、かつそのニーズが民間におけるニーズよりも先進的なものや、国が定める戦略の実現のため民間にお
けるニーズよりも高度な技術を確立することが求められるもの 

（４） 日本の強みを活かせる新たなビジネス領域の開拓につながる技術 

－我が国に強みがある領域の優位性を維持し、またその優位性を活かしてビジネス領域の開拓が期待できるもの 

（５） 国の存立を確保するために我が国として維持すべき技術 

－幅広い側面からの安全・安心の確保等、我が国を支える基盤として維持すべきもの 

（６） 持続的成長や社会発展への寄与等、様々な分野への波及効果の高い技術 

－その実現によって我が国の持続的成長や社会発展に大きく寄与することが期待される等、幅広い分野への高い波及効果が見込まれ
るもの 

（７） 多様なシーズを育てることが必要な技術 

－新たな技術の登場が破壊的イノベーションや直面する社会課題の解決につながる可能性を秘める一方で、どのようなものがイノベー
ション実現に貢献するか全く予測できないもの 

（８） その他（開発者が受益することが困難な技術、国の資源の利用効率化につながる技術等） 

－イノベーションにつながる一方で、当該技術の普及のためには技術自体を極めて低廉に提供する必要が生じることが想定されるため
経済合理性の観点からの研究開発が進まないものや、電波のように国の管理する限りある資源について、未利用資源の利用可能化
や利用効率向上につながるもの 

これらを踏まえて、各重点研究開発分野において推進すべき重点研究開発課題を選定 

※ (2)～(4) 、(7)～(8)は「イノベーション創出実現に向けた情報通信技術政策の在り方」（平成26年6月情報通信審議会答申）で掲げられた国が主導して取り組むべき技術分野 



重点研究開発分野 主要な重点研究開発課題（例） 

センシング＆データ取得
基盤分野 

センサーネットワーク技術、センサー・ソーシャルデータ取得・解析技術 

リモートセンシング技術 （地上レーダ、航空機・衛星搭載レーダ等） 

統合ＩＣＴ基盤分野 

フォトニックネットワークシステム基盤技術 

新たなIoT時代に対応した最先端ICTネットワーク基盤技術 

データセントリックなネットワーク技術 

衛星通信技術 （グローバル光衛星通信ネットワーク基盤技術、宇宙・海洋 
 ブロードバンド衛星通信ネットワーク基盤技術） 

協調統合型ワイヤレス技術 

データ利活用基盤分野 

音声翻訳・対話システムの多言語化、多分野化、高精度化 

スマートネットワークロボット技術 

社会知解析技術 

フロンティア研究分野 
量子ICT 

脳情報通信技術 

情報セキュリティ分野 未来型サイバーセキュリティ技術 

耐災害ICT基盤分野 耐災害・被害軽減に関連するICT基盤技術 

各分野での主要な重点研究開発課題（例） 3 

観る 

社会を 

繋ぐ 

社会を 

創る 

社会（価値）を 

・ 多言語音声翻訳システムによ
るグローバルで自由な交流の
進展（イメージ３） 

・ ビッグデータのリアルタイム解
析によるオンデマンド生産・供
給の実現（イメージ４） 

・ ロボットとの協働による多様な
社会参加の実現、社会生活
の利便性向上（イメージ１、２） 

・ センサー・ビッグデータを活用
した社会システムの最適制御
（イメージ５） ・ 脳情報を活用した

新ビジネス創出の
実現（イメージ６） ※ イメージ１～６は資料４－２を参照 
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センシング＆データ取得基盤分野 

 センサーネットワーク技術 
 センサー・ソーシャルデータ取得・解析技術 

・次世代センサーネットワーク技術の研究開発 
・ソーシャルICT情報利活用基盤に関する研究開発 ・空間構造解析・理解に関する研究開発 

研究開発の概要 

概要：サイバー空間上の人工知能（ロボット）等が社会を広く「観る」ための技術 
・高効率・広域対応センサネットワーク技術により、センシング情報をサイバー空間へ収容 
・空間構造解析／理解技術により、センシング情報から空間構造／空間意味を解析 
・情報利活用基盤技術により、物理空間の情報にネット上等のソーシャル情報・知識を融合 

重点化のポイント：持続的成長や社会発展への寄与等、様々な分野への波及効果の高い技術で
あり、世界最先端の「社会全体のICT化」の実現に必須な基盤技術 

国際的な研究動向：各要素技術において、これまでにも世界最先端レベルの研究開発もしくは
国際標準化における主たる寄与を実施してきており、世界をリード 

成果イメージ 

センサーネットワーク技術 

必要とされる情報を高効率（エネルギー

効率・周波数利用効率等）にサイバー空間
へ収容（センシング情報種別やセンシング
エリアの多様性に対応） 

画像や映像から空間構造を点群として
記述、空間構造から空間意味解析を行
うことで物体を認識 

空間構造解析／理解技術 

センサーデータとソーシャルデータを
横断的に統合・検索・分析・可視化す
るIoTデータ統合管理技術の実現 

情報利活用基盤技術 

収集・登録 

情報可視化 構造分析 

物理空間 サイバー空間 

社会全体のICT化に必要となる、 
社会を「観る」技術を実現 

社会を広く「観る」ための技術基盤を構築 

センサ群 

ソーシャル情報 
・知識 

社会を
「観る」 

横断検索 データ統合 

センサー 
データ 

ソーシャル 
データ 

「観る」ことで生まれた価値を 
実社会へフィードバック 

情報利活用 
基盤技術 

センサー 
ネットワーク技術 

空間構造解析 
／理解技術 

社会を 
「観る」 

各分野での主要な重点研究開発課題（例） 

社会を広く「観る」ため、2020年までに物理空間の様々な情報をサイバー空間に高効率かつ円滑に収集する技術を確立 



各分野での主要な重点研究開発課題（例） 5 

センシング＆データ取得基盤分野 

 リモートセンシング技術 
・地上レーダ技術の研究開発    ・航空機搭載合成開口レーダ（SAR）技術の研究開発 
・衛星搭載レーダ技術の研究開発 

研究開発の概要 

概要：  
・フェーズドアレイレーダ・ライダ融合システム（略称：PANDA）による局所的な豪雨・ 
竜巻等の発生の観測／可視化 

・地震・火山噴火等の被災状況を観るための次世代航空機搭載SAR技術及び高度解析等に 
必要な情報抽出技術の確立 

・地球規模の気候変動を観るための全球降水観測計画（GPM）衛星搭載の二周波降水レーダ
の改良や2017年度打上げ予定のEarthCARE衛星による雲プロファイリングレーダ等の開発 

重点化のポイント：安全・安心の確保等、我が国を支える基盤として維持・発展させるべき
技術であり、我が国の強みを活かすとともに幅広い分野への波及効果も高い技術 

国際的な研究動向：フェーズドアレイレーダの実利用化は米国と競合。航空機SARは国際的
に米国JPL・ドイツDLRと肩を並べている。衛星搭載レーダは日本が世界をリード。 

成果イメージ 

レーダ及びライダ等の融合観測によって
降雨データの観測を高度化し、局所的な
豪雨や竜巻等の発生をいち早く「観る」 

融合観測PANDAの実証 

地デジ波による水蒸気観測手法の実証 

地デジ波を活用し、局所的な水蒸気量を
高精度に計測、気象予報モデルへの同化
よって気象変化を「観る」 

軌道上からのグローバルな降水観
測を行い、地球温暖化の評価等に
寄与する全球的降水量を「観る」 

GPMの校正・検証 

雲プロファイリングレーダ（CPR）によって、
地球温暖化の評価に必要となるグローバルな
雲の３次元分布を「観る」 

EarthCARE/CPRの 
確実な開発 

・局所的豪雨や竜巻等の発生予測精度の向上 
・地震・火山等の迅速な状況把握に寄与 
・グローバルな気候変動評価への寄与 

PANDA観測／可視化によって
雨雲を分かりやすく「観る」 

マルチパラメータフェーズドアレイ
レーダの開発によって、雨量を定量
的に高精度で「観る」 

局所的な豪雨・竜巻等の発生を早期に「観る」技術 

軌道上からの観測 

地上からの観測 

航空機からの観測 次世代航空機搭載
SAR技術の確立 

空間分解能を限界まで上げた 
次世代航空機搭載SAR技術及び情報抽出技術の高度化によ
り、地震・火山噴火等の被災状況を迅速に詳細に「観る」 

地域～地球全体の環境動向を「観る」精度を向上させるため、2020年までに地上及び航空機・衛星搭載レーダ技術等を確立 
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統合ネットワーク基盤分野 

（フォトニックネットワークシステム技術） 

 フォトニックネットワークシステム基盤技術 
・フォトニックネットワークシステム基盤技術に関する研究開発 

研究開発の概要 

概要：2020年代、人工知能・ビッグデータを活用した大規模データ解析の普及、5G/Beyond5G
サービス等の大容量モバイルアクセスネットワークの登場に伴い、基幹網に流通するデータ量は
年間ゼタバイトを超えるものと予想。ありとあらゆる人・モノ・コト・知を「つなぐ」ための
データが流通する時代に向けて、低消費電力・超大容量伝送を実現するフォトニックネットワー
ク技術を確立。 

重点化のポイント：高い国際競争力を有するが、研究開発に長期間を要し、大きな開発リスクを
伴う基礎的・先導的技術であり、様々な分野への波及効果の高い技術 

国際的な研究動向：欧米においても積極的に研究開発が進められているが、我が国がこれまでに
高い優位性を有している技術であり、国の安全保障にも関わる基盤技術 

成果イメージ 

伝送速度1テラbpsを目指す光伝送技術
の研究開発に対応し、1入出力端子あた
りの交換速度が1ペタbps（現在の100
倍以上）を超えるマルチコアファイバ
を利用した光NWシステムを開発 

超大容量 
マルチコアネットワーク 

マルチコア／マルチモード 
オール光スイッチング技術 

1入出力端子あたり交換速度が1ペタbpsを
超えるマルチコア/マルチモード・オール
光スイッチング技術を開発 

伝送速度100Gbps以上を体積50cc以下
で実現する小型光送受信技術の開発 

送受信器小型実装技術 
（パラレルフォトニクス） 

さらなる大容量伝送を実現するための
新方式（空間スーパーモード）を利用
した伝送基盤技術の実証 

世界に先駆けた 
空間スーパーモード伝送 

・あらゆる人・モノ・コト・知を「つなぐ」ための基盤 
・超大容量のデータ伝送や高速交換技術の実現 

・オール光ネットワーク化による消費電力抑制への寄与 

自動運転 

人工知能による
データ解析 

5G 

遠隔医療・手術 

スマート工場 災害監視 

マルチコア／ 
マルチモード光ファイバ 

大容量・低消費電力オール光ネットワーク 

マルチコア／マルチモード 
オール光スイッチング技術 

超大容量 
マルチコアネットワーク 

送受信器小型実装技術 
（パラレルフォトニクス） 

世界に先駆けた 
空間スーパーモード伝送 

マルチコア／マルチ 
モード光ファイバ 

大容量・低消費電力オール光ネットワーク 

各分野での主要な重点研究開発課題（例） 

超大容量・低消費電力のコアネットワークを実現するため、2020年までに超高速のオール光スイッチング基盤技術等を確立 
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（最先端ICTネットワーク基盤技術） 

 新たなIoT時代に対応した最先端ICTネットワーク基盤技術 
・新たなIoT時代に対応した最先端ICTネットワーク基盤技術の研究開発 

研究開発の概要 

概要：膨大な数のIoTデバイスからの情報をリアルタイムで収集して円滑に流通させ
るとともに、ビッグデータ解析に基づきこれらを最適制御するため、膨大なデータ
を高効率かつセキュアに伝送し、社会システムのリアルタイムでの制御を可能とす
る革新的なネットワーク技術（AI等も活用し、仮想化技術にエッジコンピューティ
ング技術等を組み合わせることで、多数のユーザに対してネットワーク資源・機能
をリアルタイムかつ最適に自動提供する技術）を確立 

重点化のポイント：国際標準化が必須であり、技術が確立しても利用できる保証が
ない技術であり、我が国の時速的成長や社会発展に寄与する波及効果の高い技術 

国際的な研究動向：欧州・米国等において関連技術の検討が始まっているところ、
我が国はITU-T等における標準化活動においてこの技術分野の中心的役割を担う 

成果イメージ 

ネットワーク構築の自動化（プログラマブル化）
に必要なプログラミングモデルの開発 

新たなIoT時代に対応したICTネットワーク基盤を実現するため、2020年までに多種多様で膨大な数の 
IoTデバイス等からのデータを瞬時に・安全に・確実に伝送するネットワーク構築・制御技術等を確立 

ネットワーク構築制御用 
プログラミングモデル開発 

ハードウェア資源・ソフトウェア機能の抽象化・
統合化技術の確立 

ユーザーセントリック 
ネットワーク構築技術 

 

 

SDN 

計算機資源 

セキュ
リティ 

キャリアコア網や 
インターネット 

クラウド 

IoTデバイス群 

管理系（AI等を活用） 

SDN/SDI 

クラウド 

NFV ワイヤレスットワーク 光ネットワーク 

災害後の 
情報配信サービス 

日常生活を支援する 
サービス 

ネットワーク化された 
生産・流通サービス 

新世代NW技術 

IoTデバイス/IoTサービス ビッグデータ 

認知型通信制御技術 

ユーザが求めるサービス要求・品質を認識し、
必要な資源・機能を自動配分する技術の確立 

ユーザセントリックなプログラマブル・ネットワーク基盤技術 
ハードウェア資源・ソフトウェア機能の配分を自動化 

各分野での主要な重点研究開発課題（例） 

統合ネットワーク基盤分野 

エッジコンピューティング 
基盤 
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（最先端ICTネットワーク基盤技術） 

 データセントリックなネットワーク技術 
・データセントリックなネットワーク技術等の研究開発 

研究開発の概要 

概要：コンテンツ指向型のネットワークや、モノ間の情報伝達を支える
ネットワーク等、多様なデータを処理することにより効率的な情報識
別・判断・制御を可能とする新たなネットワークアーキテクチャを確立 

重点化のポイント：国際標準化が必須であり、技術が確立しても利用で
きる保証がない技術であり、新たなビジネス領域の開拓につながる技術 

国際的な研究動向：欧米等で関連ネットワーク技術のプロジェクトが発
足、我が国はIETF、ITU-T等における標準化活動及び国際プロジェクト
において当該技術分野の中心的役割を担う 

成果イメージ 

映像コンテンツごとの最適パス
を形成することで、大容量かつ
リアルタイムなストリーミング
を実現 

大容量映像配信 
モノへの通知や制御のリアルタイム化
（数十ミリ秒の応答性能）をネット
ワーク内処理により実現 

IoT情報流通 

人の介在を必要としないモノとモノ
の間の通信の信頼性確保を実現 

セキュア情報流通 

モノとモノの間の情報伝達
を支えるネットワーキング 

情報・コンテンツ
指向型のネット
ワーキング 

河川

水門

河川

水門

下位レイヤまで含めた
ネットワーク資源管理、
資源配分 

多様な通信環境に 
対する通信品質向上 

データセントリック
ネットワーク技術 

計算機／ネットワーク資源
が乏しいモノの能力をクラ
ウドやエッジの力で向上 

信頼性とリアルタイム性を実現するネットワーク 

時間や場所に応じて、ヒト・
モノが形成する集合（コミュ
ニティ）を単位とした高効率
な情報共有を実現 

コミュニティに基づく配信 

高品質リアルタイムマルチ
キャストストリーミングを
スケーラブルに実現 

各分野での主要な重点研究開発課題（例） 

統合ネットワーク基盤分野 

高い信頼性とリアルタイム性を確保しつつ、多様な通信環境に応じた最適なデータ流通基盤を実現するため、 
2020年までに情報・コンテンツ指向型のネットワーク技術等を確立 
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研究開発の概要 

平成31年度（2019年度）に打ち上げを
目指して、世界初となる10Gbps級の地
上－衛星間光データ伝送を実現する
ため、光データ中継衛星と連携した高
速光通信システムに係る衛星搭載機
器を開発し、基盤技術を確立する。 

成果イメージ 

概要：グローバル光衛星通信ネットワーク及び宇宙・海洋
ブロードバンド衛星通信ネットワークの基盤技術の研究
開発を実施する 

重点化のポイント：衛星通信技術については、事業化に先
立つ先端的な開発・実証等を民間で実施するには多大な
リスクが伴い、国益や安全保障等の観点から、国の存立
を確保するために我が国として継続的に研究開発等に取
り組み、技術の維持・発展を図ることが必要 

地上－衛星間の大容量データ伝送や海洋・航空域での広域ブロードバンド通信を実現するため、 
2019年の光データ中継衛星、2021年以降の次期技術試験衛星の打ち上げに向け衛星搭載機器を開発 

グローバル光衛星通信ネット
ワーク技術の研究開発 

ユーザあたり100Mbps級の宇宙・海
洋ブロードバンド衛星通信システム
を実現するため、次期技術試験衛
星のための衛星通信システム及び
高機能地球局システムの基盤技術
を確立する。 

宇宙・海洋ブロードバンド 
衛星通信ネットワーク 

年々増大する地球観測衛星等のデータ伝送や海洋・
航空域での広域ブロードバンド通信の実現に寄与 

無人探査機

通信路切換

排他的経済水域

小型光通信衛星等

数十Gbps超では光通信が必須。
光地上局とのサイトダイバーシ
チ技術の連携とKa帯衛星通信と
の組み合わせで、確実にブロー
ドバンドな通信路を確保し、将
来の宇宙ビックデータを活用す
るネットワーク実現に貢献

海洋プラットフォーム

宇宙・海洋ブロードバンド
衛星通信ネットワークの確立

10～20年後には・・・
衛星間通信は全て光に置き換わる
地上ー衛星間は光・RF両方必要

ブロードバンド通信衛星

国際協調型グローバル
光通信ネットワーク

データ中継衛星（静止軌道：GEO）

衛星間通信回線
（約40分間可視)
光：~2Gbps

バックアップ局

観測衛星
（低軌道：LEO）

（光通信コンポーネント開発）

光：十Gbps級

地上-衛星間通信回線
（約10分間可視)

NICTの開発分担

フィーダリンク回線
（Ka帯）

光の大気伝搬特性
取得実験

NICT光地上局 船舶ブロードバンド
（海洋資源調査等）

航空機ブロードバンド
（機内インターネット等）

ゲートウェイ回線

耐災害通信
（バックホール回線等）

・100Mbps超の高速大容量移動体通信（Ka帯の利用）
・トラフィック変動に対応するフレキシブルな中継
（ビーム可変、周波数可変）

次世代広域ブロード
バンド通信衛星

 衛星通信技術 
・グローバル光衛星通信ネットワーク基盤技術の研究開発 
・宇宙・海洋ブロードバンド衛星通信ネットワーク基盤技術の研究開発 

各分野での主要な重点研究開発課題（例） 

統合ネットワーク基盤分野 
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（5G/Beyond5Gに向けたモバイルネットワーク技術） 

 協調統合型ワイヤレス技術 
・協調統合型ワイヤレス技術の研究開発 

研究開発の概要 

概要：5G/Beyond5Gの時代にはモバイルアクセスにおける通信トラヒックが現在の1000
倍に達するとの予測され、トラヒック「量」への対応に加えて、自動運転・ロボット制御
等の増大に伴い、低遅延等の多様化する「質」への対応が必要。このため、異なるワイヤ
レスシステムを周波数利用・エネルギー利用の観点から効率よく「つなぐ」、協調統合型
ワイヤレス技術の研究開発を実施。 

重点化のポイント：国際標準化が必須であり、技術が確立しても利用できる保証がないと
ともに、持続的成長や社会発展への寄与等、様々な分野への波及効果の高い技術 

国際的な研究動向：5G/Beyond5Gに向けた異種無線統合技術の研究開発は欧米、中韓等で
進行中。異種無線統合技術に関する国際標準化では我が国がこれまで世界をリード。 

成果イメージ 

通信の質を確保しつつ膨大なトラヒックに柔軟に対応して「繋ぐ」ワイヤレスネットワークを実現するため、 
2020年までに利用状況に応じた動的ネットワーク管理技術や異なるシステム間の連携技術等を確立 

動的周波数資源管理 

高機能基地局・端末技術 

システム間連携制御 

高速無線アクセス 

有線NW 

商用系無線NW 自営系無線NW 

端末 

事業者A 

事業者B 家庭 

ITSとの連携 

事業者間連携 

商用・自営間連携 

周波数共用 

高速無線 
アクセス 

ビッグデータ・人工知能 

プラント 

インフラ 

快適ブ
ロードバ
ンド 

高精細映像配
信等 

ITS 
自動運転等 

安心安全
な社会 

医療・防災 

IoT 
スマート工
場、ロボッ
ト制御等 

周波数資源の有効利用 エネルギー資源の有効利用 

各分野での主要な重点研究開発課題（例） 

統合ネットワーク基盤分野 

ユーザの位置情報・利用サービスに
基づく周波数の動的割り当て/共有 
技術の確立 

あらゆる無線システムを横断的に組み合わせて 
柔軟に利用可能なワイヤレス通信環境の実現 

基地局折り返し通信・端末間通信等の 
トラヒック制御による効率伝送手法の 
確立 

様々な無線システムを組み合わせて
最適な通信網を自動構築する連携制
御技術の確立 

高速無線通信に必要なテラヘルツ帯/
ミリ波帯を含む無線アクセス技術の
確立 
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データ利活用基盤分野 

（音声翻訳・対話システムの高度化） 

 音声翻訳・対話システムの多言語化、多分野化、高精度化 
・音声翻訳・対話システムの多言語化、多分野化、高精度化の実現 

研究開発の概要 

成果イメージ 

概要：2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、以下の技術開発を実施 
1.専門分野向けの自動翻訳を多言語化・多分野化 
2.専門分野向けの自動翻訳を高精度化（多言語の高精度構文解析システムの構築等） 
3.同時通訳を行うための基礎技術の開発 

重点化のポイント：日本の強みを活かせる新たなビジネス領域の開拓につながる技術であり、あらゆる産
業に裨益する基盤的な技術。また、国の安全保障上の観点からも国が技術力を維持する必要がある技術。 

国際的な動向：GoogleやMicrosoftの自動翻訳技術と競合するが、翻訳に関するデータがこれら海外企業に
記録・蓄積される等のセキュリティ上の課題が存在。 英語の講演音声を題材にした音声認識のコンペで
3年連続最高の精度（単語誤り率）を達成する等、NICTが世界最先端の技術水準を維持。 

異なる言葉を話す人々が不自由なく会話し生活できる社会を実現するため、 
2020年までに音声翻訳・対話システムを高度化して社会実装する 

②おなかが痛い 
①我的肚子疼 

③所服用的药吃完了  

④いつも飲んでいる薬が
なくなってしまいました  

ショッピング 交通 

医療 ホテル 

2020年の東京オリンピック・パラリンピックまで
に、音声翻訳・対話システムを多言語（10言語）、
多分野（医療、防災を含む生活）で社会実装 

各分野での主要な重点研究開発課題（例） 
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データ利活用基盤分野 

 スマートネットワークロボット技術 
・ネットワークロボットプラットフォーム技術（スマートロボット技術）の研究開発 
・クラウドとロボットの融合による革新的サービスの研究開発 
・人の心に寄り添うコミュニケーションロボットの研究開発 

研究開発の概要 

成果イメージ 

概要： 
1. あらゆるロボットがネットワークを介して情報を共有し、リアルタイムに自動で動作・制御 

するための基盤を確立するとともに、複数のロボットの相互に協調・連携により、効率化・効
果的にロボット機能を発揮するための技術の研究開発。 

2. 様々なIoTデバイスを連携させた生活支援や観光案内等のサービスを実現するために、 
クラウドにおけるロボットからのデータの大規模な集積と分析、人工知能技術に基づく 
ロボットの行動生成、言語・非言語情報を組み合わせたマルチモーダル制御等を可能に 
するデータ指向型ロボティクス技術を確立する。 

3. 人の動きをセンシングしたり、脳情報から人の感情や潜在意識等を把握することにより、ロ
ボット等を通じて人の心に寄り添うコミュニケーションを実現するため、人・ロボット会話技
術、状況認識・推論技術、感性データマイニング技術等の技術の研究開発。 

重点化のポイント：日本の強みを活かせる新たなビジネス領域の開拓につながる技術であり、あら
ゆる産業に波及する基盤的な技術 

国際的な研究動向：我が国がこれまで世界をリード。米国DARPAや欧州Horison2020等において 

 研究開発を推進。また産業分野では米国Industrial Internet Consortiumや独Industry 4.0戦略 

 など官民での取組が本格化。 

新たな付加価値が創出され利便性に溢れる社会を実現するため、サービス分野をはじめ医療・介護、農業等の 
幅広い分野から日常生活の様々な場面において利活用されるスマートネットワークロボット技術を確立 

・ロボットの導入が進むことで、医療・介護や製造業や農業分野等の人手不足を解消
するとともに、新たな付加価値の創出が期待される。 

・2020年東京オリンピック・パラリンピックにおいて、ICT、人工知能、ロボットを
活用した日本の「おもてなし」をショーケースとして示す。 

自動運転車
「わくわくカー」 

ドローン等 
（無人航空機） 

人に寄り添う 
コミュニケーションロボット 

コミュニケーショ
ンロボット 

ずっとそばにいて、 
状況に応じたレコメンデーション 

搭乗者を楽しませて 
くれる会話 

搭乗者の心地よい経路を選択 

自動制御、協調・連携 

経済活性化・インフラ管理 
農業、漁業等 医療・介護・健康 

地域活性化 

各分野での主要な重点研究開発課題（例） 
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データ利活用基盤分野 

 社会知解析技術 ・社会知解析技術の研究開発 

研究開発の概要 

概要：Web、科学論文等から社会に流通している知識、すなわち「社会知」を解析することで、
様々な社会問題等を自動的に検出し、その解決策やエビデンス等を容易に理解できる形で国民
に提供する技術を開発 

重点化のポイント：日本の強みを活かせる新たなビジネス領域の開拓につながる技術であり、あ
らゆる産業に波及する基盤的な技術 

国際的な動向：NICTが一般公開中の情報分析システムは、Web等の膨大な情報を用いて質問に回
答する世界最先端のシステムであるが、「人に代わって使いこなせる」「人が使う手助けをす
る」一段上位の知的システムを開発し、さらに世界をリードすることを目指す 

成果イメージ 

各分野での主要な重点研究開発課題（例） 

解決策及び関連情報： 

• 少子化には資金援助、税
制改革などが有効です。 

• フランスでは、子供の旅費
まで出して解決… 

• このまま少子化が続けば… 
• エビデンスは.. 

自動検出された問題： 

少子化のせいで小学校
１００校が廃校に！ 

へぇ〜！ 

なるほどねぇ 

WebやSNSに加え、論文等の多様な
フォーマットの専門的文書を深く解
析し、より信頼性の高い知識を抽出 

マルチフォーマット文書 
論理構造解析技術の研究開発 

多様な社会知解析関連システムを
多様な計算環境で分散並列実行さ
せ、社会知を柔軟に活用するソフト
ウエア基盤を開発 

多種多様な社会知解析技術
の連携基盤の研究開発 

社会における様々な問題をWeb、
SNS、論文等から自動認識 

社会における問題の 
自動検知技術 

質問自動生成及び 
回答統合技術 

状況に合わせて「問うべき質問」
を自動生成し、さらに、それらの
質問への回答や仮説を一般国民
でも容易に理解できる形に統合し
て提供する技術を開発 

こんな社会問題が
起きていますが、
解決法は... 

難しくて調べる気にもならな
かったけど、今わかった... 

Oh! 賢い！ 

誰もが専門家並みの知識に容易にアクセスできる社会を実現するため、2020年までに社会知解析技術を確立 
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 量子ICT ・量子光ネットワーク技術の研究開発  ・量子ノード技術の研究開発 

研究開発の概要 

概要：極めて安全かつ高効率な量子光ネットワークの実現に向けて、QKD（Quantum Key Distribution）
プラットフォーム技術及び量子光伝送技術を確立するとともに、量子光ネットワークテストベッドにおい
て新世代QKD技術や物理レイヤ暗号方式等を実証。 
また、データセンターネットワークにおけるノード処理の多機能化や超低損失・省エネ化等のため、光量
子制御技術、量子インターフェース技術及び量子計測標準技術を開発し、光量子回路の小型・集積化の基
礎技術を確立し、これらの技術を量子光ネットワークテストベッドにおいて実証 

重点化のポイント：国際的に高い競争優位性を有するが、技術の確立までに長期間を要し、大きな開発リ
スクを伴うとともに、将来の革新的イノベーションに繋がる可能性を秘めた基礎・基盤的な技術 

国際的な研究動向： QKD実用化技術、量子通信技術等では、日本が世界をリード。一方、欧米中ではこれ
らを含む量子ICT技術全般を含む大型国家プロジェクトが次々に発足。 

成果イメージ 

極めて低電力・大容量かつ抜本的に安全なグローバル光・量子情報通信基盤を実現するため、2020年までに 
光量子制御技術、量子インターフェース技術等を開発し、量子光ネットワークテストベッドにおいて原理実証 

計算量的安全性 

フォトニックネットワーク 

証明可能安全性 

無条件安全性 

安
全
性

 

利便性  (速度, 距離, 1/コスト, …)  

量子通信 

物理レイヤ暗号 

量子暗号(QKD) 

どんな計算機でも破れない 

万能な盗聴者でさえ破れない 

数理暗号で保護 

量子レイヤ 

量子鍵配送 
ネットワーク 

量子鍵配送 
ネットワーク 量子中継に 

よる長距離化 

シード鍵 
シード鍵 

光レイヤ 

量子通信 

光通信網の安全性強化 

将来の低電力・大容量かつ安全な 
グローバル光・量子情報通信基盤 

・国家レベルの情報安全性保証 

・データセンタや認証機関との 
 通信の安全性強化 

企業、病院などの秘匿通信や
厳正な決済・認証 

最小電力による 

超大容量通信 

量子暗号による 
無条件安全性保証  

衛星光リンクによる大容量秘匿通信 

（物理レイヤ暗号技術の適用） 

量子コンピュータ 

制御ネットワークの安全性強化 

フロンティア研究分野 

各分野での主要な重点研究開発課題（例） 
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研究開発の概要 

成果イメージ 

①高次脳型情報処理 

③脳情報統合分析技術 

②脳計測技術 

脳情報通信技術 

脳機能アシスト技術 
ICTによるヒューマンアシスト 

脳機能の補完技術による 
高齢者・障碍者の 

生活の質の向上 

脳機能アシスト技術による 

心豊かな超高齢社会の実現 

脳情報推定技術による
活力ある社会の実現 

脳と調和した次世代人工知能
によるイノベーション創出 

コミュニケーション支援技術による
高齢者の心のケア・ 

社会参画の促進 

脳機能の学習支援技術による
多様な人々のポテンシャルの

開拓支援 

脳機能原理に基づく人工知能による
状況判断、情感理解、直観の支援 

意識下の感覚・感性・意思決定等の
脳情報推定技術による 

新たな市場開拓・産業競争力向上 

大型脳計測と可搬型脳計測の
連動による実生活における日常
的な脳機能のモニタリング 

脳にストレスを与えない 

安心・安全な情報通信の確立 

 脳情報通信技術 ・高次脳機能型情報処理システムの研究開発  ・脳計測技術の研究開発  ・脳情報統合分析技術の研究開発 

脳科学で創出するICTイノベーションにより少子高齢化社会の課題を解決し、明るく暖かな未来社会を実現するため、 
2020年までに脳内ネットワークのモデル化による脳内表現の分析基盤技術や高度な脳活動計測技術等を確立する 

                   
概要：明るく暖かな未来社会の実現にむけて、脳情報通信技術を構成する高次脳型情報処理技術、脳
計測技術、脳情報統合分析技術等の基盤技術を確立する。具体的には、高齢者・障碍者の脳機能の
補完、コミュニケーションを支援する脳機能アシスト技術、脳内に潜在する感覚・感性・意思決定
等の脳情報推定技術、脳と調和した次世代人工知能等の基盤技術を確立する。 

重点化のポイント：多様なシーズを育てることが必要、かつ、研究開発に大きなリスクを伴う長期的
視野に立って実施すべき基礎的・先導的な技術 

国際的な研究動向：米国のBrain Initiative、欧州のHuman Brain Project等における同様の研究に
比べて我が国が先行しており、人の脳活動と情報科学との融合を目指した研究開発としてユニーク
かつ優位性を有する 

各分野での主要な重点研究開発課題（例） 

フロンティア研究分野 
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情報セキュリティ分野 

（サイバーセキュリティ技術） 

 未来型サイバーセキュリティ技術 
・未来型サイバーセキュリティ技術の研究開発 

研究開発の概要 

概要：能動的サイバー攻撃観測網を構築するとともに、複合型サイバー攻撃分析・可視化
技術を確立し、国内のセキュリティ対策を強化。 
また、2020年東京五輪・パラリンピック関連のシステム等への当該技術の導入を目指し、
セキュリティ確保に貢献するとともに、国産技術を国内・国際展開。 

重点化のポイント：安全保障の観点等からも、国の存立を確保するために我が国として維
持すべき技術であり、国が主導して研究開発を推進することが必要 

国際的な研究動向：本分野は世界各国で最重要研究課題とされる中、日本は大規模観測と
リアルタイム分析・可視化で最先端技術を有する一方で、国際市場での普及活動が不足 

成果イメージ 

• 異種センサを融合した柔軟かつ
網羅的な自律的観測技術 

• 新たなサイバー攻撃の観測対象
への取込み 

サイバーセキュリティ対策を強化するため、2020年までに未来型サーバーセキュリティ技術を開発し、 
民間等に順次技術移転することで社会へ実展開するとともに、国産技術の世界展開を図る 

能動的 
サイバー攻撃観測網 

複合型サイバー攻撃分析 
・可視化技術 

• 次世代型トラヒック分析技術 
• 次世代型マルウェア分析技術 
• 可視化による省力セキュリティ 
オペレーション技術 

東京五輪関連システムや重要インフラ等に導入 
純国産技術による日本の社会基盤の安全確保 

未来型サイバー
セキュリティ技術 

各分野での主要な重点研究開発課題（例） 
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耐災害・被害軽減基盤分野 

 耐災害・被害軽減に 
 関連するICT基盤技術 

○ 災害に強い光ネットワーク技術の研究開発   ○ しなやかなワイヤレスネットワーク技術の研究開発 
○ リアルタイム社会知解析技術の研究開発    ○ 災害の状況把握や被害予測等に活用可能なリモートセンシング技術の研究開発 

研究開発の概要 

成果イメージ 

災害時の通信確保、被害状況の把握や救助等に資するため、 2020年までに必要な技術を確立して社会実装を図る 

概要：東日本大震災時に発生した情報通信インフラの甚大な障害等を教訓として、災害に強い情報通信インフラ

に関する研究開発を実施中。今後、これらの成果を踏まえ、基盤的技術も含め耐災害ICTの研究開発を推進し、

その成果を早期に社会実装化。 

・ 大規模災害に際して残存する光通信ネットワーク資源を有効に活用して通信基盤を再構成する技術、通信障害やトラヒッ

クの急増に対してもサービス継続を可能とする無線通信技術等の研究開発を実施 

・ 衛星や無人航空機に加えて、様々な分野への展開が進んでいるドローン（マルチコプター）を活用した信頼性の高い通信

技術を確立し、災害に強い情報通信インフラを実現 

・ インターネット上のSNSへの投稿情報やセンサ情報を統合的に分析し、それらを「社会知」としてリアルタイムに解析・

整理する技術を確立し、大規模災害時における状況を把握 

動的な通信資源の割当てによる輻輳回避や、応急
復旧技術により、通信基盤を迅速かつ柔軟に再構成。
通信サービスの早期復旧に寄与。 

災害に強い光ネットワークの実現 

社会インフラや自治体等への実装を通じて、災害時の
通信確保に寄与。 

災害時の被災状況の把握や、避難や救援活動等に
活用。 
また、インターネット上のデマや、非合理な情報に惑
わされることのない、効果的な情報の活用を支援。 

SNS投稿情報等を統合的に分析し、 
リアルタイムに解析・整理 

大規模災害時でも生き残る 
しなやかな無線ネットワークの実現 

必要とされる情報を、 
必要としている人に、 

着実に届ける技術を確立 
 
 

災害に強い社会へ 

 住民個人・個人が、必要な
通信を行うことができる 

 機関間、個人間で情報
の収集と共有ができる 

センサー BIG DATA 

ICTユニット 

集中分散 
統合ネット 

機動型ネット 

SNS 

重点化のポイント： 安全保障の観点から、国の存立を確保するために我が国として維持しなければならない技術。また、耐災害ICTシステムは開発者が受益しにくいことから、その

初期導入に当たって国が重点的に対応していくことが必要。 

国際的な動向： 我が国は「国連防災世界会議」を第1回会合からホストしており、今年開催された第3回会合においても、国際的な防災の枠組策定に向けた議論を積極的にリード。

国際電気通信連合（ITU）においても、災害対応に関する研究委員会における標準化の議論を主導的に進め、各国から高い期待。今後とも、防災先進国として、過去の防災経験

で培った優れた技術や知見を活かし、諸外国の防災機能の向上に寄与していくことが必要。 

各分野での主要な重点研究開発課題（例） 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&docid=0sOVHiOZ88SWgM&tbnid=36RpinlDmy5VQM:&ved=0CAUQjRw&url=http://sierblog.com/archives/1731816.html&ei=VWtRUqm6OsWnlQXPwoD4CQ&bvm=bv.53537100,d.dGI&psig=AFQjCNFoqOtagyFpQNyZYUcAg0_5wsiINg&ust=1381153971895604
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観る 
社会を 

センシング＆データ取得基盤分野 

本格的なIoT社会に向け、フィジカル空間からサイバー空間に様々な情報を収集・入力する基盤技術 

重点研究開発分野 

センサーネットワーク技術 

リモートセンシング技術 

非破壊センシング・イメージング技術 

宇宙環境計測技術 

センサー・ソーシャルデータ取得・解析技術 

繋ぐ 
社会を 

超大容量の情報をシームレスに広域に繋ぎ、安定的かつ高品質に伝送するコア系NWを構成する基盤技術 

統合ＩＣＴ基盤分野 

コア系とシームレスに連携し、膨大で多種多様な情報を高効率かつ柔軟に伝送するアクセス系NWを構成する基盤技術 

最先端ICTネットワーク基盤技術 

フォトニックネットワークシステム技術 極限環境通信技術 

衛星通信技術 

5G/Beyond5Gに向けたモバイルネットワーク技術 

ユーザーの利用環境や要求を認識したネットワーク構築・制御技術 

コ
ア
系 

ア
ク
セ
ス
系 

【電離・磁気圏、太陽活動等を観る】 

【センサーデータとソーシャルデータを横断的に観る】 

【高効率な次世代センサーネットワークの実現】 

【これまで観測できなかった環境・モノ等を高精度に観る】 

【高速・大容量、高効率、高精度・高信頼に繋ぐ】 

【アクセス系NWを自動的に構築・制御して繋ぐ】 

【社会全体のＩＣＴ化を支える革新的NW技術の実現】 【多様な環境下で円滑に繋ぐ】 

重点研究開発課題 

重点研究開発分野 

重点研究開発課題 

重点研究開発課題 



各分野の重点研究開発課題の全体像② 19 

社会（価値）を 

人とモノをシームレスに接続して情報を円滑に伝達するとともに、情報に基づき、知識・価値を創出して利活用する
ための基盤技術 

音声翻訳・対話システムの高度化 社会知解析技術 スマートネットワークロボット技術 

空間構造の解析・理解技術 超臨場感映像技術 

創る データ利活用基盤分野 

社会（生命・財産・情報）を 

自律的・能動的なサイバーセキュリティ技術の確立等をはじめとするネットワークセキュリティ対策に加え、情報・
コンテンツ等に係る幅広い側面からの情報セキュリティ対策のための基盤技術 

サイバーセキュリティ技術 

守る 情報セキュリティ分野 

耐災害ICT基盤分野 

大規模災害発生時でもしなやかに通信環境を維持するとともに、通信インフラの応急復旧や被災状況の正確な
把握に資する等、 ICTによって災害に強い社会を形成するための基盤技術 

耐災害・被害軽減に関連するICT基盤技術 

※ 未来型サイバーセキュリティ技術、自動対策技術、IoT社会に対応したセキュリティ技術 等 

※ 災害に強い光NW技術、しなやかなワイヤレスNW技術、災害状況把握・被害予測等へのリモートセンシング技術の活用 等 

【AI等も活用したスマートロボットの実現】 

【ロボットの目の機能等の実現】 

【実用レベルの多言語音声翻訳技術の実現】 【ソーシャルデータから知識を創る】 

【感動・臨場感をリアルに伝達する】 

重点研究開発分野 

重点研究開発課題 

重点研究開発分野 

重点研究開発課題 

重点研究開発分野 

重点研究開発課題 
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未来を 

各分野に跨がり、次世代の抜本的ブレークスルーにつながる先端的な基盤技術 
基盤技術の更なる深化に加えて、先進的な融合領域の開拓、裾野拡大、他分野へのシーズ展開等を図る 

量子ICT 

脳情報通信技術 

ナノICT 

バイオICT 

高周波・THｚ技術 

拓く フロンティア研究分野 

電磁波計測基盤技術（時空標準技術） 

電磁波計測基盤技術（電磁環境技術） 

新規ICTデバイス技術 

【社会を支える技術基盤】 

【新たな領域への拡大】 【抜本的ブレークスルーの創出】 

【先進的な融合領域の開拓】 

分野横断的課題 

世界最先端ＩＣＴテストベッド 

世界最先端の次世代ICTテストベッド（スーパーテストベッド）等の整備・展開 

※ 新たなIoT時代に対応した世界最先端のICTテストベッドを整備するとともに、最新の研究成果をテストベッド 
  として開放することで、先進的な研究開発と実証実験を一体的に推進 

重点研究開発分野 

重点研究開発課題 

重点研究開発課題 
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重点研究開発課題 概要説明 

(1) センサーネットワー
ク技術 

① 次世代センサーネットワーク
技術（環境融和型ワイヤレス）
の研究開発 

センシングデータ取得における周波数利用効率・エネルギー効率の更なる向上のため、セン
サー端末自らが利用環境・応用形態を認識し、最適な通信プロファイルを選択・実行するワイヤ
レスメッシュネットワーク（環境融和型ワイヤレス）技術を確立する。 

② バッテリー不要なセンサーの
ネットワーク化に関する研究開
発 

エネルギーハーベスティングやパッシブデバイスを組み合わせることで、バッテリー不要で半永久
的に駆動可能なセンサーをネットワーク化するための無線端末構成技術、多様な無線方式で長
期間（数十年間）・広域で利用される端末を柔軟に収容することのできるフレキシブルゲートウエイ
技術等を確立する。 

(2) リモートセンシング
技術 

① 地上レーダ技術の研究開発 

ゲリラ豪雨等の突発的な災害の発生予測精度向上に資するため、マルチパラメータ（MP）フェー
ズドアレイレーダ、地デジ放送波を利用した水蒸気量推定技術、パッシブレーダ等、リモートセン
シング技術を確立する。また、ドップラーライダー観測結果等、他のリモートセンシングデータとの
融合観測によって、災害情報の迅速な提供等に資する新たな知見の開拓をめざす。 

② 航空機搭載合成開口レーダ
（SAR）技術の研究開発 

地震・火山噴火等の災害発生時に、より詳細な状況把握を可能とするため、現在の航空機搭載
SAR（Pi-SAR2）を超える空間分解能を有する次世代航空機搭載SAR技術及び高度解析等の情
報抽出技術を確立する。 

③ 衛星搭載レーダ技術の研究開
発 

地球規模の温暖化・水循環メカニズム等の解明に寄与するため、GPM衛星搭載降水レーダ及び
EarthCARE衛星搭載雲レーダにおける観測データ処理アルゴリズムの開発・改良等を行い、衛星
搭載レーダを利用した高精度な降水・雲観測技術を確立する。 

④ テラヘルツ帯センシングの研
究開発 

これまで観測できなかった中層・高層大気における物質・気温・風等を高精度に観測可能とするた
め、テラヘルツ帯高感度ヘテロダイン受信機や広帯域スペクトル計測器等を開発し、衛星搭載用
テラヘルツリムサウンダ等、新たな気象・環境センサー開発に寄与するテラヘルツ帯センシング技
術を確立する。 

⑤ 光アクティブセンシングの研究
開発 

大型台風の進路予測精度の向上に資するため、高出力パルスレーザ等を開発し、上空における
三次元風観測を実現する衛星搭載ドップラー風ライダー等の新たな気象・環境計測センサーの開
発に寄与する光センシング技術を確立する。 

センシング＆データ取得基盤分野 
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重点研究開発課題 概要説明 

(3) 非破壊センシング・
イメージング技術 

① 非破壊センシングの実用化に
向けた研究開発 

必要となる基盤技術及びデータベースを活用した非破壊センシング技術を確立するため、被計測
対象の構造材料に適した観測周波数帯（マイクロ波帯から光までを含む）を利用した非破壊セン
シング・イメージング基盤技術を確立するとともに、構造材料スペクトル観測データベースを拡充
する。 

(4) 宇宙環境計測技術 

① 電離圏観測・シミュレーション
に関する研究開発 

航空運用等の電波インフラの安定利用に資するリアルタイムシステムの構築に向けて、電離圏電
子密度の鉛直プロファイル自動導出技術等を開発し、大気圏・電離圏統合全球モデルを用いた
予測技術を確立する。 

② 磁気圏観測・シミュレーション
に関する研究開発 

人工衛星の安定運用に資するリアルタイムシステムの構築に向けて、磁気圏シミュレータの高度
化及び衛星観測データによる放射線帯モデルを開発し、データ駆動型磁気圏モデルのプロトタイ
プを確立する。 

③ 太陽・太陽風観測・シミュレー
ションに関する研究開発 

電波観測・太陽風シミュレーションによる高精度早期警報システムの実現のため、太陽活動モニ
タリングに資する電波観測システム、衛星観測データを活用した太陽風伝搬モデル・シミュレータ
等を確立する。 

(5) センサー・ソーシャ
ルデータ取得・解析
技術 

① ソーシャルICT情報利活用基
盤に関する研究開発 

スマートサービスと人との間でデータを共有し地域全体で環境問題等を解決すべく、様々なIoT
データを分野横断的に統合・分析する技術、実世界のモノ・コト知識を解析・予測し行動制御する
クラウドロボティクス技術、クラウドを介したデバイスネットワークとソーシャルネットワークの自律
連携制御技術等を確立するとともに、コミュニティが中心となってデータを集め集団的に分析する
オープンサイエンス基盤技術を確立する。 

② 空間構造解析・理解に関する
研究開発 

ロボットの目としての機能等を実現するため、画像や映像から空間構造を点群として記述し、空間
構造から空間意味解析を行うことにより各物体を認識する技術等を確立する。 

センシング＆データ取得基盤分野 
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コア系 

重点研究開発課題 概要説明 

(1) 最先端ICTネット
ワーク基盤技術 

① 新たなIoT時代に対応した最
先端ICTネットワーク基盤技術
（ユーザセントリックなプログラ
マブル・ネットワーク基盤技
術）の研究開発 

多種多様な社会システムで用いられる極めて膨大な数のIoTデバイスからの情報をリアルタイム
で収集して円滑に流通させるとともに、ビッグデータ解析に基づきこれらを最適制御するため、膨
大なデータを高効率かつセキュアに伝送し、社会システムのリアルタイムでの制御を可能とする
革新的なネットワーク技術（AI等も活用し、仮想化技術にエッジコンピューティング技術等を組み
合わせることで、多数のユーザに対してネットワーク資源・機能をリアルタイムかつ最適に自動提
供する技術）を確立する。 

② データセントリックなネットワー
ク技術等の研究開発 

情報・コンテンツ指向型のネットワーキングやモノ間の情報伝達を支えるネットワーキング等、新
たなネットワークアーキテクチャを確立するとともに、下位レイヤまでを含めたネットワークの効率
的な資源管理・資源配分、多様な通信環境に対する通信品質向上等を実現する新たな制御技
術やネットワークサイエンスを確立する。 

(2) フォトニックネット
ワークシステム技
術 

① フォトニックネットワークシステ
ム基盤技術に関する研究開発 

現在の1000倍のトラヒック増が想定される5G等の基幹網等や、さらにその先の大容量化にも対
応するため、１入出力端子あたり1Pbps級の交換ノードを有するマルチコアネットワークシステム
に関する基盤技術、マルチコア/マルチモードオール光交換技術を確立する。また、マルチコア
ファイバ用送受信機の小型化等のため、高密度で高精度な送受信技術（パラレルフォトニクス）
を確立するとともに、さらなる大容量伝送の実現に向けて、世界に先駆けた空間スーパーモード
伝送基盤技術を確立する。 

② 光統合ネットワーク実現に向
けた研究開発 

光統合ネットワークの実現に向けて、400Gbpsの再構成可能光スイッチトランスポートネットワー
ク技術、さらに次世代の1Tbps装置の要素技術等を確立する。 

(3) 衛星通信技術 

① グローバル光衛星通信ネット
ワーク基盤技術の研究開発 

10Gbps級の地上－衛星間光データ伝送を実現するため、光データ中継衛星と連携した高速光
通信システムに係る衛星搭載機器を開発し、基盤技術を確立する。 

② 宇宙・海洋ブロードバンド衛星
通信ネットワーク基盤技術の
研究開発 

100Mbps級の宇宙・海洋ブロードバンド衛星通信システムを実現するため、次期技術試験衛星
のための衛星通信システム及び高機能地球局システムの基盤技術を確立する。 

(4) 極限環境通信技
術 

① 極限環境における通信技術
の研究開発 

これまでは通信が不可能な極限環境においても円滑な通信を可能とするため、海洋資源の開拓
等に資する海中通信、他惑星の観測映像等の高速伝送に資する深宇宙通信等に係る基盤技術
を確立する。 

統合ＩＣＴ基盤分野 
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アクセス系 

重点研究開発課題 概要説明 

(1) 5G/Beyond5Gに
向けたモバイル
ネットワーク技術 

① 無線通信の大幅な大容量化・
高速化を実現するための研究
開発 

5G時代に求められる多様なモバイルサービスやアプリケーションを実現可能とするため、無線通
信システムの大幅な大容量化を実現する技術として、分散アンテナ技術、光収容技術、システム
間連携技術を、加えて、無線通信速度の大幅な高速化を実現する技術として、低SHF帯／高
SHF帯超多素子アンテナ技術、端末ディスカバリー技術を確立する。 

② 協調統合型ワイヤレスの研究
開発 

単一システムによる高効率伝送の限界を突破するため、異なる複数のシステム間に跨がる協
調・統合により、モバイル網の更なる高効率伝送（同一通信量当たりの総消費電力を1/10へ低
減）を実現する協調統合型ワイヤレスシステムを確立する。 

③ 高信頼ワイヤレス伝送技術の
研究開発 

遠隔操作ロボット群制御におけるフィードバックループ安定条件を満たすことが可能な高信頼ワ
イヤレス伝送を実現するため、伝送遅延を保証する通信技術を確立する。また、多様な環境に
適したワイヤレス伝送技術や干渉回避等の周波数共用技術を確立する。 

④ 高度同期型分散ネットワーク
技術の研究開発 

端末間での時刻同期精度を大幅に向上させるとともに、災害発生時等に必要とされる端末規模
（例えば5000台以上）を収容するグループ通信を実現するため、低消費電力化が求められる端
末に実装可能な、電波を利用した端末間の同期型分散ネットワーク技術を確立する。 

⑤ 光モバイルアクセス及び光コア
融合ネットワーク技術の研究開
発 

消費電力の増大を抑制しつつ、伝送距離×収容ユーザ数を現在比100倍以上とするため、超高
速・極低消費電力の光アクセス（固定、バックホール等）に係る基礎技術や、超高速移動通信
ネットワーク構成技術等を確立する。 

⑥ アクセス系に係る光基盤技術
の研究開発 

アクセス系光ファイバにおける送受信機小型化等を実現するため、高密度で高精度な送受信技
術（パラレルフォトニクス）を確立する。また、高速移動体に対して高速データ伝送が可能な100G
アクセス技術や、広帯域RFセンシング信号の一括光転送処理を実現するSoF（Sensor on Fiber）
技術を確立する。 

(2) ユーザーの利用
環境や要求を認
識したネットワー
ク構築・制御技術 

① ユーザ利用環境・要求を認識
したネットワーク自動構築制御
技術の研究開発 

少子高齢化により労働者人口が減少した場合にも、質・量ともに世界最先端のネットワークイン
フラの提供に寄与する自動化技術を実現するため、ユーザの利用環境や要求をネットワーク側
で認識し、ビッグデータ及び人工知能等を活用したアクセス系ネットワーク資源・機能分配の自
動化に資する基盤技術を確立する。 

統合ＩＣＴ基盤分野 
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重点研究開発課題 概要説明 

(1) 音声翻訳・対話シ
ステムの高度化 

① 音声翻訳・対話システムの多
言語化、多分野化、高精度化
の実現 

2020年の東京オリンピック・パラリンピックまでに、10言語に関して、旅行、医療、防災を含む生活
一般の分野について実用レベルの音声翻訳・対話システムを社会実装するため、多言語化、多
分野化、高精度化等に資する翻訳技術・音声技術を開発・確立する。 

② 現場音声認識の精度向上及
びクロスリンガル音声対話の
実現 

長文音声認識（現在の7語対応から20語へ）、非ネイティブ音声認識、環境音の自動判別等を実
現し、現場音声認識の精度向上を図るとともに、多言語・複数人の音声対話システムを目指す。 

③ 長文音声翻訳に対応した自動
翻訳技術の実現 

同時通訳を実現するため、同一分野の対訳ではない2言語のコーパス利活用、自動換言処理等
に基づく自動翻訳の汎用化及び翻訳の逐次処理化に関する基盤技術を確立する。 

④ 文脈を用いた自動翻訳技術の
研究開発 

自動翻訳の高精度化のため、単語や文に加えて結束性や談話構造等の文脈を利活用することに
より、意味に基づく翻訳を実現する基盤技術を確立する。 

(2) 社会知解析技術 

① 社会知解析技術の研究開発 

Web、科学技術論文、白書等から社会問題等様々な問題を自動検出し、それらの解決策や影響
等、関連する情報・仮説を能動的に発見して統合された知識として提供するシステムや、SNS上で
の問題や出来事をリアルタイムで自動検出・分析し、それらにまつわる議論の推移を要約して提
示するシステム等を実現するための基盤技術を確立する。  

② ソーシャルICT情報利活用基
盤に関する研究開発 【再掲】 

スマートサービスと人との間でデータを共有し地域全体で環境問題等を解決すべく、様々なIoT
データを分野横断的に統合・分析する技術、実世界のモノ・コト知識を解析・予測し行動制御する
クラウドロボティクス技術、クラウドを介したデバイスネットワークとソーシャルネットワークの自律
連携制御技術等を確立するとともに、コミュニティが中心となってデータを集め集団的に分析する
オープンサイエンス基盤技術を確立する。 

データ利活用基盤分野 
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データ利活用基盤分野 

重点研究開発課題 概要説明 

(3) スマートネットワー
クロボット技術 

① ネットワークロボット・プラット
フォーム技術（スマートロボット

技術）の研究開発 

ビッグデータ、人工知能、ネットワーク関連技術等との連携により、全てのロボットがネットワークを
介して必要な情報を共有し、遅延なく高度な動作を実現するネットワーク制御技術を確立するとと
もに、複数のロボットの相互連携により効率的・効果的に機能を発揮するためのプラットフォーム
技術を確立する。 

② クラウドとロボットの融合によ
る革新的サービスの研究開発 

様々なIoTデバイスを連携させた生活支援や観光案内等のサービスを実現するため、クラウドにお
けるロボットからのデータの大規模な集積と分析、人工知能技術に基づくロボットの行動生成、言
語・非言語情報を組み合わせたマルチモーダル制御等を可能にするデータ指向型ロボティクス技
術を確立する。 

③ 人の心に寄り添うコミュニケー
ションロボットの研究開発 

人の動きをセンシングしたり、脳情報から人の感情や潜在意識等を把握することにより、スマート
フォンやロボット等を通じて、心の通った（人の心に寄り添う）コミュニケーションを実現するため、
人・ロボット会話技術、状況認識・理解・推論技術、感性データマイニング技術、感情生成・表現モ
デル等の技術を確立する。 

(4) 空間構造の解析・
理解技術 

① 空間構造解析・理解に関する
研究開発 【再掲】 

ロボットの目としての機能等を実現するため、画像や映像から空間構造を点群として記述し、空間
構造から空間意味解析を行うことにより各物体を認識する技術等を確立する。 

(5) 超臨場感映像技術 

① 空間情報伝送再現システムに
関する研究開発 

位相・振幅を制御するデジタル方式のホログラム技術、ホログラムのデジタルプリント技術、プロ
ジェクション用スクリーン技術等を確立する。 

② 超臨場感映像の超低遅延処
理、圧縮・伝送等に関する基盤
技術の確立 

100Gbps超の伝送レートが必要な超臨場感映像を、光ファイバにより超低遅延でルーティング、蓄
積・読み出し、信号処理することが可能なSDI（Software Defined Infrastructure）技術を確立する。
また、裸眼立体映像の圧縮等に関する基盤技術を確立する。 

③ 超高精細度映像の高効率伝
送技術に関する研究開発 

超高精細度テレビジョン（UHDTV）放送の本格展開に向けて、地上波等の限られた帯域において、
超高精細度映像を高効率かつ効果的に伝送するための映像圧縮技術や伝送技術等を確立する。 
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重点研究開発課題 概要説明 

(1) サイバーセキュリ
ティ技術 

① 未来型サイバーセキュリティ
技術の研究開発 

国内のセキュリティ対策を強化するため、能動的サイバー攻撃観測網の構築、複合型サイバー
攻撃分析・可視化技術を確立する。また、2020年の東京オリンピック・パラリンピック関連のシス
テムに当該技術を導入しセキュリティ確保に貢献するとともに、セキュリティ自給率向上や国産技
術の国際展開を図る。 

② セキュリティ知識ベースを用い
た自動対策技術に係る研究開
発 

実利用に基づく脆弱性情報やサイバー攻撃情報を効率的に蓄積する知識データベースを確立
することで、脆弱性管理やIT資産管理、初動対応等、セキュリティ対策業務の一部の自動化を促
進する能動的なセキュリティ対応技術を確立する。 

③ 暗号技術を活用した情報セ
キュリティ技術の研究開発 

パーソナルデータの利活用を促進するための暗号技術を活用したプライバシー保護技術や、新
たな社会ニーズに対応した機能を実現する機能性暗号技術を確立する。加えて、電子政府シス
テムの調達等で利用する暗号や、今後の利用が想定される新たな暗号技術の安全性評価を行
う。 

④ IoT社会に対応したセキュリ
ティ技術の研究開発 

IoT社会の本格展開によって普及が想定される車やウェアラブル機器等のM2Mシステムへの脅
威に対して、脅威分析・リスク評価を行った上で、端末の処理能力やライフサイクル等、IoTの特
徴を踏まえたサイバーセキュリティ技術を確立する。 

情報セキュリティ分野 



重点研究開発課題 概要説明 

(1) 耐災害・被害軽減
に関連するICT基
盤技術 

① 災害に強い光ネットワーク技
術の研究開発 

大規模災害発生後、残存するメトロコアを構成する光ファイバ網に集中する通信トラヒックの負荷
分散を図るため、光信号の波長や時間チャネルを動的かつ効率的に制御する技術を確立する。
また、有線ネットワークが途絶した地域において、通信基盤を迅速かつ柔軟に再構成するため、
大容量光ネットワーク暫定復旧基盤技術を確立する。 

② しなやかなワイヤレスネット
ワーク技術の研究開発 

大規模災害時に発生する通信回線障害やトラヒックの急増等、通信環境の大きな変化に柔軟に
対応するため、輻輳（通信混雑）を回避しつつ、通信の接続の確保やサービスの継続を可能とす
る無線ネットワーク構成・管理技術や、無人機（ドローンを含む）に搭載した中継器による高信頼
ワイヤレス伝送技術、災害時の衛星通信の利用等、災害現場のニーズに即応して早期の運用
を可能とする機動的なネットワーク技術を確立する。 

③ リアルタイム社会知解析技術
の研究開発 

防災や減災に、SNS情報やセンサ情報が統合された総合的なリアルタイムデータ、即ち社会知 
（ネット上において一般国民から専門家まで多様な主体が発信する知識、情報の総称）を活用す
るため、災害時における被災状況から、 ネット上の複雑な議論までを、リアルタイムに解析・整理

する技術を確立する。 

④ 災害の状況把握や被害予測
等に活用可能なリモートセン
シング技術の研究開発 

                                    【再掲】 

大規模災害発生時の広範な被害状況の早期かつ詳細な把握に資する次世代航空機搭載SAR
等のレーダ技術や、ゲリラ豪雨など突発的な災害発生予測精度向上に資するマルチパラメータ
（MP）フェーズドアレイレーダ等をはじめとするリモートセンシング技術を確立する。 

重点研究開発課題（例） 28 

耐災害ＩＣＴ基盤分野 
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重点研究開発課題 概要説明 

(1) 量子ICT 

① 量子光ネットワーク技術の研究
開発 

極めて安全かつ高効率な量子光ネットワークの実現に向けて、QKD（Quantum Key Distribution）
プラットフォーム技術及び量子光伝送技術を確立するとともに、量子光ネットワークテストベッドに
おいて新世代QKD技術や物理レイヤ暗号方式等を実証する。 

② 量子ノード技術の研究開発 
データセンターネットワークにおけるノード処理の多機能化や超低損失・省エネ化等のため、光量
子制御技術、量子インターフェース技術及び量子計測標準技術を開発し、光量子回路の小型・集
積化の基礎技術を確立する。これらの技術を量子光ネットワークテストベッドにおいて実証する。 

(2) ナノICT 

① ナノコンポジット材料・素子技術
の研究開発 

様々な環境下で運用される移動体に搭載可能な、超高速かつ高効率の電子-光（EO)変換技術
等の実用化等に向けて、デバイスの動作信頼性及び性能を飛躍的に向上させるため、有機/無
機ハイブリッド基盤技術を原子・分子レベルの精度で制御・構築するための基盤技術を確立する。 

② 超伝導単一光子検出器(SSPD)、
超伝導省電力ロジックデバイス
の研究開発 

SSPDの量子暗号通信、宇宙通信、バイオ・医療等への幅広い応用展開を目指し、広波長帯域化
及び多ピクセル化等の高速・高機能化のための基盤技術を確立する。また、新たな極限的低エ
ネルギー情報処理技術の創出を目指し、電子の位相制御に基づく新しい論理デバイス及び超
省電力メモリを実現するための基盤技術を確立する。 

(3) バイオICT 

① バイオ情報素子構成技術の研
究開発 

生体の感覚に則したセンシングを実現するために、情報検出部を生体材料そのものによって構成
するための基盤技術を確立する。また、情報検出部として適切な生体材料の検討を行うとともに、
その機能の拡張・最適化を行うための天然材料の改変技術、材料を組合せて機能システムを構
成する技術等を確立する。 

② バイオ情報抽出技術の研究開
発 

生体と同様のメカニズムで、入力情報から情報源のカテゴリーを抽出する技術を実現するために、
機械学習等のデータ解析手法を活用し、生体材料より得られた信号から情報カテゴリーを抽出す
る技術を確立する。また、生体の細胞ネットワークを対象として、実際に行われている情報の蓄
積・統合・認識の様式を学び取り、生体に倣って情報処理を行うための基盤技術を確立する。 

③ バイオシグナル収集技術の研
究開発 

生体材料が示す応答を詳細に計測し、利活用可能な形で取り出すため生体信号収集技術を確
立する。また、生体材料が示す応答を、その性質に応じて抽出して電磁的信号に変換する技術や、
生体材料のシステムとしての動態を計測するための基盤技術を確立する。 

フロンティア研究分野 
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重点研究開発課題 概要説明 

(4) 脳情報通信技術 

① 高次脳機能型情報処理システ
ムの研究開発 

超高齢化社会に対応したICT基盤を整備するため、人の脳内ダイナミックネットワークモデルの解
析を通じて、日常生活での人間の理解/認識を捉え、高齢者・障がい者のみならずスポーツ選手
等を含めた人間の運動能力・行動支援等を実現する脳型情報処理アーキテクチャ技術、快適さ・
好み等の抽象的な評価軸による評価技術及び身体的・感覚的・社会的なヒューマンアシスト技術
の基盤を確立する。 

② 脳計測技術の研究開発 
脳活動計測の高度化と日常的な脳機能モニタリングを実現する基盤技術を確立するため、脳活
動の新たな計測手法を開発して精度の向上を図るとともに、大型設備による制限された実験環境
での高精度な計測技術や、実生活における軽量小型の計測装置を開発する。 

③ 脳情報統合分析技術の研究開
発 

マルチモーダルな計測データによる分析に基づき、脳情報を実生活で効率的に精度良く利用する
ため、多様な計測機器によるデータの統合、共有、分析技術等の基盤技術を確立する。また、複
数の機能に対して蓄積された脳活動データを活用し、複数の脳機能を統合した総合的な脳活動
を多角的に分析するための基盤技術を確立する。 

(5) 高周波・THｚ技術 

① 超高周波無線通信基盤技術の
研究開発 

ミリ波・テラヘルツ波向け化合物半導体高速電子デバイス技術の高度化を図るとともに、シリコン
半導体デバイス、アンテナ技術、実装・集積化技術を組み合わせて、275GHz以上を利用した無線
通信システムの実用化に向けた基盤技術を確立する。 

② 超高周波光源技術の研究開発 
高精度局発光モジュールや高精度テラヘルツ計測システムの実現に向けて、テラヘルツ帯大容
量通信に必要となる狭線幅・高安定な光源に関する基盤技術を確立する。 

③ テラヘルツ帯における無線通
信・計測技術等の研究開発 

テラヘルツ帯の実利用に向けて、テラヘルツ帯無線通信装置や試験装置、スペクトラム・電力計
測システム、高感度センサー技術、非破壊センシング技術等を確立する。 

フロンティア研究分野 
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重点研究開発課題 概要説明 

(6) 電磁波計測基盤技
術（時空標準技術） 

① 標準時及び周波数標準の安
定的な発生・供給のための技
術開発 

日本標準時の小金井局及び神戸局の運用による分散制御システムの実用化、日本標準時のク
ラウド化、時刻・周波数供給サービス、周波数較正サービス・国際相互承認活動、衛星を用いた
国際時刻・周波数比較、アジア・太平洋地域における国際比較較正拠点としての取組を実施し、
必要となる関連技術を確立する。 

② 超高精度周波数標準の実現
に関する技術開発 

秒の再定義に適応可能な光標準を構築するため、新型共振器、超高安定マスターレーザー、新
型トラップ等の次世代光標準の基盤技術を確立する。また、ACES（Atomic Clock Ensemble in 
Space）地上局運用、超高精度周波数比較・伝送技術を開発し、光標準の国際リンク技術を確立
する。 

③ 周波数標準の新たな利活用
領域拡大に資する技術開発 

国家標準にトレーサブルなTHz標準技術を確立する。また、広域時刻同期技術を開発し、サブマ
イクロ秒同期が可能な通信インフラ実現に向けた基盤技術を確立する。 

(7) 電磁波計測基盤技
術（電磁環境技術） 

① 先端EMC計測技術の研究開
発 

広帯域電磁波の精密測定技術、300GHzまでの較正技術等を確立する。また、スマートグリッド
に関する国際規格の整備に貢献するため、スマートコミュニティ/エネルギー管理システムにお
ける電磁干渉評価技術を確立する。 

② 生体EMC技術の研究開発 
THz帯までの電波曝露評価技術を研究開発し、分子レベルから組織、全身までのマルチスケー
ル曝露評価技術を確立する。また、5Gシステム等で利用が想定されている6GHz以上の周波数
帯における電波防護指針への適合性評価技術を確立する。 

(8) 新規ICTデバイス
技術 

① 酸化物、窒化物半導体電子デ
バイスに関する研究開発 

酸化ガリウムデバイス基盤技術の電気・自動車メーカー等への技術移転を目指し、酸化ガリウ
ムのパワーデバイスや無線通信デバイス等に関する技術を確立する。 

② 深紫外光ICTデバイスに関す
る研究開発 

安全安心でクリーンな生活環境、持続可能な社会の実現に資するため、高出力深紫外小型光
源や、現在未踏の深紫外ICTデバイスを世界最先端のナノ光構造デバイス技術を駆使すること
で実現する基盤技術を確立する。 

③ バイオミメティックセンサーネッ
トワークに関する材料・素子技
術の研究開発 

エネルギーハーベスティング等の多様な給電により駆動可能なバッテリー不要なセンサーや、新
たなセンサーデバイスを活用した革新的センサーネットワーク技術の実現に向けて、生物機構を
模倣した低環境負荷の材料・素子等に係る基盤技術を確立する。 

フロンティア研究分野 
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重点研究開発課題 概要説明 

(1) 世界最先端 
     ICTテストベッド 

① 世界最先端の次世代ICTテス
トベッド（スーパーテストベッド）
等の整備・展開 

ネットワーク仮想化技術、光統合ネットワーク技術、ビッグデータ等の情報基盤等を導入し、新た
なIoT（Internet of Things）時代に対応した世界最先端のICTテストベッドを整備するとともに、最
新の研究成果をテストベッドとして民間等に開放することで、先進的な研究開発と実証実験を一
体的に推進する。 

世界最先端ＩＣＴテストベッド 分野横断的課題 




